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詳しくは、最新農業技術 作物 vol.1 (農文協) p107-120 を参照ください。 

 

熱帯アジアの稲作（ダイジェスト版） 

鴨下顕彦（東京大学アジア生物資源環境研究センター） 

 

「熱帯アジア」は，地理的には「東南アジア・南アジア」に含まれるが，後者には，比較

的乾燥した条件での稲作が行われるパキスタン，アフガニスタンやイラン（国連食糧農業

機関（FAO）の分類による）や，山岳部での特徴的な稲作が見られるネパール，ブータン，

ラオス，ベトナムも含まれる。「熱帯アジアの稲作」として通常イメージされるのは，イン

ド，インドネシア，バングラデシュ，フィリピン，ベトナム，タイなどの米の大生産地（す

べて熱帯）での伝統的稲作あるいは改良稲作プログラムの成果であるが，ここでは，「東南

アジア・南アジア」に見られる稲作全般にわたって説明する。 

 

１．熱帯アジアの稲作生態系 

 

ケッペンの気候分類によると，熱帯アジアの気候は，熱帯雨林気候，熱帯サバンナ気候，

熱帯モンスーン気候に分けられる。FAO による農業生態系ゾーン(agricultural ecological 

zones)の分類では，すべての月平均気温が 18 度以上（熱帯）か以下（亜熱帯）か，作物の

成長期間(length of growing period)が 180 日以下（半乾燥）か，270 日以上（湿潤）か，

その間（準湿潤）かにより，半乾燥・熱帯（南インドなど）から湿潤・熱帯（インドネシ

ア，フィリピンなど），半乾燥・亜熱帯（パキスタンなど），準湿潤・亜熱帯（北インドな

ど）に更に分けられ，また標高が高い地域では山岳地に特徴的な気候となる。 

 

他の作物と異なり，稲は非常に多様な水環境で栽培される。熱帯アジアの伝統的な稲作様

式とその変化を，自然の立地条件と栽培方法に基づいて，6 つに分類することができる。大

陸部での，①山地稲作（小河川の井堰灌漑による灌漑移植），②平原稲作（天水依存の乾田

散播中耕→溜池灌漑による移植），③デルタ稲作（洪水への適応の乾田散播浮稲→運河の堀

削と低地水制御による移植），島嶼部での，④火山麓稲作（泉と小河川の井堰灌漑による灌

漑移植），⑤湿地林稲作（洪水と逆水への適応による点播・穴植え移植→桶門と水路堀削に

よる低地水制御による移植），大陸部と島嶼部に共通して見られる⑥山腹焼畑（多量の降雨

に依存した点播陸稲）である(田中 1988，高谷 1987)。一方，国際稲研究所（IRRI）の統

計では，稲作生態系を，灌漑水田，天水田，深水（ふかみず）水田，陸稲畑の 4 つに分け

ており，経年変化や国際比較はこの分類の方が便利であるので，ここでは以下に IRRI 方式

の分類で説明する。1960 年の時点で灌漑水田の比率と，その後の増加程度は，国により多

様であるが，現在に至るまで，総じて灌漑化は推進されてきている（第 1 表）。1990 年代

の情報では，灌漑水田はアジア全体で全稲作面積の 59％，東アジアを除く熱帯アジアでは
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48％であるが，海田(1996)によると，将来の熱帯アジアの水田は，50％が天水田，35％が

個別的な水利調節可能な灌漑水田（掛け流し灌漑，クリーク網揚水灌漑，管井灌漑，溜池・

井戸灌漑など），15％が浮稲・深水水田になると推定されている。 

 

第1表　アジア諸国の稲の収穫面積と各稲作生態系の比率．

灌漑水田 天水田 陸稲畑 深水水田
世界 150,115 57 31 9 3
アジア 135,026 59 32 7 3
（熱帯アジア諸国）
バングラデッシュ 10,657 40 42 7 11 4
ブータン 26 19 65 15 0

カンボジア 2,347 16 75 1 8 10#

インド 43,089 53 32 12 3 37

インドネシア 11,708 60 25 0 15 62#

ラオス 691 8 77 14 0 8#

マレーシア 667 66 21 12 1 58#

ミャンマー 7,022 30 59 4 7 11

ネパール 1,550 21 66 5 8 8#

パキスタン 2,571 100 0 0 0 100
フィリピン 4,119 68 29 3 30
スリランカ 845 75 25 0 0 65
タイ 10,097 25 73 2 1 23

ベトナム 7,366 53 39 5 3 36#

（東アジア諸国）
中国 29,037 93 5 2 0
朝鮮民主主義人民共和国 583 67 20 13 0
大韓民国 979 100 0 0 0
台湾 266 100 0 0 0
日本 1,698 100 0 0 0 95

米の主生産・消費国
収穫面積
(千 ha)

各生態系の比率(％) 緑の革命初期（1961年）
の灌漑水田比率(％)

出典: 収穫面積はFAOデーターベース(2004-2006)． ただしブータンと台湾はHuke and Huke 1997より． 生態系比
率データは灌漑水田面積を各国の最新の年次統計により補正している場合もある． そうでない場合はHuke and
Huke 1997より引用． #; カンボジア, ラオス, マレーシアは1978年, インドネシアは1973年, ネパールは1975年, ベト
ナムは1976年．  

 

（１）灌漑水田 

灌漑水田には，山地の小川や泉を利用した小規模なもの，平原に巨大溜池を造成して灌漑

したもの，デルタ地帯にクリークにより造成したものなどがある。日本の灌漑水田のよう

に，すべての水田が灌漑水路に直接連結しているわけではなく，末端では田越し灌漑によ

ることも多い。排水路はあるが暗渠はない。雨季の主作期以外の作付けや二期作（地域に

よっては 3 期作）も可能であるが，水源の灌漑用水量が不十分な年は，乾期の作付面積が

縮小したり，末端の水田で水不足により生産が低下したりする。熱帯アジア全体では雨季

作の灌漑面積が全体の 65％（Maclean et al., 2002）であるが，バングラデシュ(86％)やタ

イ(71％)，カンボジア(54％)では，乾季作の灌漑面積の比率がより大きい。 

 

（２）天水田 

天水田は灌漑水田と同様に畦を作り湛水しやすいようにするが，灌漑水路はなく，100％雨
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水に依存しており，作付けにも影響を及ぼすことがある（第１図）。圃場近辺に小規模の溜

池を作り，雨季作の補助的灌漑を行い生産の安定を図る場合もある。 

 

 

第１図 雨不足の天水田での田植え（タイ，ウボン） 

 

（３）深水水田 

通常水深が 50cm を境に，天水田と深水水田を分けるが，後者では増水の仕方は毎年一様で

はない。特に水深が 1m 以上でも生育できるイネを浮稲として分類している(第２図)。浮稲

は収量性の改善が難しく，バングラデシュでは浮稲面積は減少し，乾季のボロ(後述)の作付

けが拡大した。カンボジアでも，浮稲地域に堤防を作り雨季の間の水をためて，乾季の水

が引いていく時期に，灌漑水田用の多収品種を栽培する，減水期稲(recession rice) （第３

図）の開発が検討されてきたが，生態系への影響を十分評価する必要がある。 

 

（４）陸稲畑 

陸稲は熱帯アジアでは，湿潤熱帯の山岳地域で，焼畑として栽培されてきたが（第４図），

人口増加による休耕期間の短縮により，生産性が低下し，土壌浸食が進んでいることが指

摘されている。ラオスやベトナムでは，焼畑陸稲をやめて，立地条件のよい場所での水稲

栽培の生産を強化する政策が進められている。 
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第２図 浮稲の出穂（インド，ウッタルプラデシュ） 

 

 

第３図 氾濫原での乾季減水期イネの栽植（カンボジア，プノンペン） 
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第４図 山岳地の陸稲と棚田（ベトナム，イェンバイ） 

 

２．作期と品種 

 

４つの稲作生態系で最も広く見られるモンスーンの雨季の栽培では，雨季の前半(北半球で

は 5～7 月頃)に感光性の強い品種を播種・移植し，品種の早晩性により幅があるが，雨季の

終わりから乾季の初めにかけて（北半球では 10 月～1 月頃）収穫される。雨季作とか主作

期(main crop)と呼ばれ，インドのカリフ，ベトナムの夏秋稲あるいは夏稲の作期である。

バングラデシュでアマン，インドネシアでチェレと呼ばれる生態種が栽培される。 

 

乾季の用水がある灌漑水田では，雨季作収穫後に二期作目，乾季作が可能である。雨季終

了頃に播種し，乾季の後半に収穫する。バングラデシュではボロ，インドではラビと呼ば

れる。二期作体系では，早生品種が好まれる（第５図 A）。 

 

非感光性の早生品種を乾季の終わりから作付し，雨季の半ば（北半球では 8～9 月頃）に収

穫する作期もある。バングラデシュではアウス，インドネシアではブル，カンボジアでは

早期雨季作（第 5 図 C）と呼ばれる。雨季の主作期に中生品種を作付したい場合，この作

期でも二期作が可能である。水の溜まりやすい水田であるか，補助的な灌漑が必要である。 

 

他のモンスーンアジアと異なり，1～4 月に北東モンスーンによる降水に恵まれるベトナム

では 12～2 月に播種し 5～6 月に収穫する冬春稲あるいは春夏稲と呼ばれる作期がある。 

 



6 

 

A. 雨季作天水稲(早生)と乾季作灌漑稲

雨季作(早生)

乾季作

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

B. 雨季作天水稲(中生・晩生)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

C. 早期雨季作灌漑稲と雨季作天水稲(中生)

早期雨季作

雨季作(中生)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

D. 雨季作天水稲(直播)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

E. 雨季作陸稲

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

F. 雨季作深水稲

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

G.乾季作減水期稲

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

移植 収穫

移植 収穫

移植 収穫（中生) 収穫（(晩生)

移植 収穫

散播 中耕 収穫

穴播き 除草 収穫

散播 収穫

収穫 水没 移植 収穫

移植 雨季作(中生)

 

第５図 多様な稲作生態系での稲の作期 A～G(カンボジア)，Ouk et al., 2001 を改変 

 

カンボジアの様々な水条件の稲作生態系における様々な稲の作期を第５図に示した(Ouk et 

al., 2001)。雨季の作期（A 天水稲（早生），B・C 天水稲（中生・晩生），D 天水稲（直播），

E 陸稲，F 深水稲）以外に，G 乾季作減水期稲，A 乾季作灌漑稲，乾季の終わりから雨季の

前半にかけて作付される C 早期雨季作灌漑稲の 3 つの作期のバリエーションがある。雨季

作の天水直播栽培（D）では天水移植栽培（A，B）よりも作付開始が 1～3 ヶ月も早くなる。

天水稲においては，地形連鎖的に高位の水田ほど早生品種が作付され，雨季の終わりまで

水が残る低位の天水田では，晩生品種が作付けされ，雨水を有効に利用する土地利用，作

期と品種の選択がされている。 
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以下の章は項目と図表のみを掲示しています。 

 

３．緑の革命の評価 

 

（１）米の増産 
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第６図 アジアにおけるイネの籾収量，籾生産量，収穫面積の推移 

 

（２）病虫害対策と遺伝資源管理 

（３）経済格差と天水田での技術改良 

（４）化学肥料の投入と持続的土地生産 

（５）食糧増産援助 

 

４．1990 年以降の動向 

（１）経済成長と農村の変化 

トラクター　(台) 保有率(％) コンバイン　(台) 保有率　(％)
バングラデシュ 3,000 0.0 2 0.0
カンボジア 4,000 0.2 20 0.0
インド 2,835,000 2.5 4,500 0.0
インドネシア 5,000 0.0 350,000 1.8
ラオス 1,080 0.2 - -
マレーシア 43,300 9.6 - -
ミャンマー 11,000 0.3 18,900 0.5
ネパール 5,600 0.2 - -
パキスタン 439,741 6.6 1,556 0.0
フィリピン 63,000 1.3 1,360 0.0
スリランカ 22,500 0.7 10 0.0
タイ 379,000 6.5 210,000 3.6
ベトナム 163,000 1.5 232,000 2.2

第2表　熱帯アジア諸国での乗用トラクターとコンバインの普及．

出典：FAOstats（2006年）．　-； データ無し．  
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第７図 歩行式トラクターによる耕起 (タイ)（上)，機械脱穀(カンボジア)(下) 
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灌漑水田・天水田
(％）

全稲作生態系　（％）

バングラデシュ 1 19
カンボジア - 10
インド 15 28
インドネシア 8 18
ラオス - 33
マレーシア 67 71
ミャンマー - 9
フィリピン 38 42
スリランカ 78 77
タイ 31 34
ベトナム 34-42 39-47
南アジア 13 26
東南アジア 20-21 27-28
東アジア 3-8 5-9
全アジア 12-14 21-22

第３表　熱帯アジア諸国の直播普及率．

出典：Pandey and Velasco (2002)を改変．通常栽植方法ごとの
統計はないため、様々な資料をまとめている。　-； データ無し．

 

 

 

第８図 条播(左)と散播(右)による乾田直播栽培(タイ，ウボン) 
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（２）グローバル化と米の貿易  
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第９図 アジアの米輸出量，タイの農家収穫籾価格（ドル補正）と輸出米価格の推移 

 

（３）環境問題と稲作 

① 温暖化と稲作 

② 遺伝資源管理 

③ 淡水資源の枯渇と稲作における水の有効利用 
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第１０図 イネの新しい栽培方法の比較試験－エアロビックライス，SRI－(インド，カ

ルナータカ） 

 

（４）食糧増産と品質改良の技術 

①収量ポテンシャル 

②天水稲作の改良 

③品質改良 

④ バイオテクノロジー 

第4表　緑の革命の技術とバイオテクノロジーの特徴
特性 緑の革命 バイオテクノロジー
作物 主にイネ、コムギ すべて（穀物、野菜、果物など）
地域 主に灌漑地域 すべて（劣悪環境地を含む）
技術開発・普及 公的機関 私企業の役割大
知的所有権 重要ではない 特許や保護多い
研究資金 低額 高額
研究内容 伝統的育種、農学 分子生物学と伝統的育種  

 

（５）農村開発と稲作 
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第5表　熱帯アジア諸国の全農家数と土地保有規模別比率．

小作世帯 1 ha以下 1-2 ha 2-5 ha 5 ha以上
バングラデシュ 17,828 0 86 9 4 1
インド 115,580 62 19 15 5
インドネシア 19,714 71 17 11 1
ラオス 668 3 35 35 26 0
マレーシア 450 - 45 22 26 7
ミャンマー 3,465 0 15 23 19 43
ネパール 3,364 1 74 18 7 1
パキスタン 6,620 - 36 22 28 14
フィリピン 4,823 - 40 28 24 8
スリランカ 1,791 - 78 13 7 2
タイ 5,793 23 14 51 12
ベトナム 10,690 4 81 10 5 0
日本 3,444 - 68 20 9 2

国名
全農家数

(千戸)

土地保有比率(％)

出典: 世界農業センサス(http://www.fao.org/es/ess/census/wcares/default.asp), インド経
済統計ディレクトリー, スリランカ統計センサス局1988年．　バングラデシュ（1996），インド
（1995/96），インドネシア（1993），ラオス（1998/99），マレーシア（1960），ミャンマー，タイ
（2003），ネパール，パキスタン，フィリピン（2002），スリランカ（1982），ベトナム（2001），日本
（1995）．  

① 生態的特徴 
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水田 生垣

水路・土手

池

畑
 

第１１図 カンボジアの多目的農場のモデル図（CEDAC 2007） 
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第１２図 カンボジアの NGO による無農薬米の販売 

 

② 経済的特徴 

③稲作技術的特徴 
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